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論 文 内 容 の 要 旨 
複素平面の単位円板U上の単葉な調和写像は、等角写像の自然な一般化として、近年多くの数学者
により研究され様々の興味深い結果が得られている。この論文では、U上の調和写像に対し、擬等角
性の判定条件とランダウ型の定理を示す。 
 単位円周の向きを保つ自己位相同型写像F のポアソン積分f が f(0)=0 をみたすとする。先ず、f 
がU上のK -擬等角写像である場合に、K が 1 に収束するときに漸近的にシャープであるHeinz型の不
等式([2005,Partyka and Sakan])を、より精密な形に改良した。また、Pavlović は、f がU上の擬等
角写像であるためのF に関する定性的な必要十分条件を与えているが、その結果を定量的に表現する
結果を得ている。すなわち、F のほとんどいたるところの微分をF’ とするとき、|F’|の本質的上限、
本質的下限及びF’ のヒルベルト変換の本質的上限を用いて、f のヤコビアン及び最大変形率の具体
的な評価を与えている。 
 これらの成果、考察の自然な拡張をはかるため、次に、像領域を複素平面内の有界凸領域Ωとし、
F を単位円周からΩ の境界の上への向きを保つ位相写像とする。そのとき、F のポアソン積分 f が
U上の擬等角写像となるためのF に関する判定条件を与えている。F がヘルダー的に滑らかな場合に
は、F はこの判定条件をみたし f はU上の擬等角写像になる。一方、F がジグムント族に属す写像で
あるという条件はこの判定条件より弱く、この場合には、f は一般には U上の擬等角写像にならない。
この意味で、f の擬等角性についてのF に関するこの判定条件は精度の高いものであると考えられる。 
また、U 上の調和写像 f の正則部分及び反正則部分の級数展開を考えることにより、f には自然
に係数が付随する。f の係数にある条件を課すことにより、ランダウ型の定理を示している。さらに、
f の係数に課す条件により、調和写像の二つの部分族を考え、その族に属す写像の擬等角性を論じ
ることによっても、調和写像の擬等角性の判定条件を与えている。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 複素平面の単位円板U上の単葉な調和写像は、等角写像の自然な一般化として、近年多くの数学者
により研究され様々の興味深い結果が得られている。本論文では、U上の調和写像に対し、擬等角性
の判定条件とランダウ型の定理を示している。 
 単位円周の向きを保つ自己位相同型写像F のポアソン積分f が f(0)=0 をみたすとする。先ず、f 
がU上のK-擬等角写像である場合に、K が 1 に収束するときに漸近的にシャープであるHeinz型の不
等式([2005,Partyka and Sakan])を、より精密な形に改良した。また、Pavlović は、f がU上の擬等
角写像であるためのF に関する定性的な必要十分条件を与えているが、その結果を定量的に表現する
結果を得ている。すなわち、F のほとんどいたるところの微分をF’ とするとき、|F’|の本質的上限、
本質的下限及びF’ のヒルベルト変換の絶対値の本質的上限を用いて、f のヤコビアン及び最大変形
率の具体的な評価を与えている。 
 これらの成果、考察の自然な拡張をはかるため、次に、像領域を複素平面内の有界凸領域Ωとし、
F を単位円周からΩ の境界の上への向きを保つ位相写像とする。そのとき、F のポアソン積分 f が
U上の擬等角写像となるためのF に関する判定条件を与えている。F がヘルダー的に滑らかな場合に
は、F はこの判定条件をみたし f はU上の擬等角写像になる。一方、F がジグムント族に属す写像で
あるという条件はこの判定条件より弱く、この場合には、f は一般には U上の擬等角写像にならない。
この意味で、f の擬等角性についてのF に関するこの判定条件は精度の高いものであると考えられる。 
 また、U 上の調和写像 f の正則部分及び反正則部分の級数展開を考えることにより、f には自然
に係数が付随する。等角写像に比べ調和写像の挙動は一般に複雑になる。そこで f の係数にある条
件を課すことにより、ランダウ型の定理を示している。さらに、f の係数に課す条件により、調和
写像の二つの部分族を考え、その族に属す写像の擬等角性を論じることによっても、調和写像の擬等
角性の判定条件を与えている。これらの結果は 7つの論文にまとめられ、査読付き雑誌に 6つが掲載
され、残り 1つも掲載決定されている。 
 以上により、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
 
